
内　容

畝立成形同時施肥技術とは、畝立成形機に畝内施

肥機を装着し、畝立てと施肥を同時に行う技術で、

マルチャー装着で同時にマルチ展張も可能である。

施肥方法の違いで、畝の中全体に施肥する「畝内全

層施肥」と、根の近くに帯状（幅15㌢、深さ５～15

㌢）に施肥する「畝内局所施肥」に分けられる（図）。

この技術により、①畝立、元肥施肥、マルチ作業

が一行程ででき、作業が省力化、②谷や畝肩部分の

肥料を省き施肥量を削減、③均一な施肥により、生

育が揃う、④畝内に施肥するため、肥料の流亡と初

期の雑草生育を防止、という効果が期待される。

実証ほの結果は、レタスの11月どり無マルチ栽培

で、元肥（窒素14％－リン酸10％－カリ10％の肥料。

以下同様に表記。）20％削減、畝内全層施肥で収量、

品質、玉の揃
そろ

いが慣行に比べ良くなった。トンネル、

マルチ栽培では畝内全層又は局所施肥で元肥（18-

９-10）を20～40％削減しても慣行栽培と同等の収

量・品質が得られた。

たまねぎは、元肥（18-９-10）の基準量を畝内全

層施肥すると、慣行栽培とほぼ同等の収量・品質が

得られた。キャベツは、元肥（15-10-10）20％削減、

畝内全層施肥で、収量は慣行と同程度で、玉揃いが

良くなった。はくさいは、元肥（18-9-10）20％削

減、畝内全層施肥で、収量・品質共に慣行と同等、

石灰欠乏症の発生も認められなかった。

畝内局所施肥は根域周辺に肥料が集中するため、

キャベツ、レタスの無マルチ栽培で肥効が早く現れ

る化成肥料を使用すると、濃度障害により生育が遅

れた。また、栽培期間が長いたまねぎでは、施肥位

置に根が集中し、畝内の根張りが悪くなった。

以上の結果から各作物への適応性を表にとりまと

めた。

普及上の注意事項

施肥機は、ほ場条件や肥料の種類に応じた施肥量

になるよう事前調整する必要があるが、ほ場での調

整には時間がかかるため、あらかじめ条件ごとの施

肥量を計り、換算しておく必要がある。

肥料ホッパの位置が高いため、肥料の補給にやや

労力を要する。
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